
 

令 和 8 年 速 度 等 取 締 り 指 針上山警察署

～令和７年中の上山警察署管内における交通事故の特徴～
○ 人身事故は58件（前年比－19件）、負傷者数は72人（前年比－30人）で

いずれも減少した。

○ 死亡事故は１件１人（前年比－１人）であった。

○ 追突事故が人身事故の約４割を占める。

○ 前方不注意、動静不注視、安全不確認の基本的な注意不足を原因とする人

身事故が全体の約５割を占める。

上山警察署管内における交通事故発生状況（過去５年間）

月別発生状況

時間帯別発生状況

路線別発生状況事故類型別発生状況

その他の交通取締り要点

◇ 過去５年間の人身交通事故は、

○ 国道と県道の幹線道路での発生が約７割

（全体の約４割が国道13号・458号で発生）

○ 午前７時から午前８時までに多発している

等の特徴がある。

◇ 国道13号及び458号は、山形県における重要

な幹線道路であり、主要地方道白石上山線は、

県内有数の観光地・蔵王へと至る道路で県内外

からの車両が多数往来する。

事故発生リスクの高い午前６時から午前８時

の時間帯で同路線における速度取締り等を重点

的に行い、通行車両への注意喚起を図り、車両

速度を抑制して交通事故発生時の被害軽減を図る。


